
全学科（全専修）基幹科目

科目名
科目
区分

配当
年次

①　キリスト
教精神に裏
打ちされた人
文学の発想
を幅広く深く
身につけるこ
と

②　テキスト
を正確に読
解できること

③　テキスト
についての自
らの解釈を説
得的かつ論
理的に口頭
ならびに文章
で表現できる
こと

④　複数のテキ
ストや事象にわ
たる主題につい
て首尾一貫して
その細部を分析
しさらにそれを
総合する思考
力を持つこと

⑤他者を理
解するため
の柔軟かつ
粘り強い思
考力を持つ
こと

人文学とキャリア形
成

必修
（基幹科目Ａ）

2 ○ ◎

インターンシップ 選択 （基幹科目Ｂ） 3～4 ○ ◎

海外フィールドスタ
ディ<1.海外EAP>

選択 （基幹科目Ｂ） 1～4 ○ ◎ ◎

海外フィールドスタ
ディ<2.海外ASD>

選択 （基幹科目Ｂ） 1～4 ○ ◎ ◎

海外フィールドスタ
ディ<3.海外SLV>

選択 （基幹科目Ｂ） 1～4 ○ ○ ◎

ケンブリッジ･サマー
プログラム

選択 （基幹科目Ｂ） 2～4 ◎ ○ ○ ○ ◎

書道１ 選択 （基幹科目Ｂ） 2～4 ○ ○ ○

書道２ 選択 （基幹科目Ｂ） 2～4 ○ ○ ○
SDGsフィールドワー
ク＜グローバル＞

選択 （基幹科目Ｂ） 2～4 ◎ 〇 ◎
SDGsフィールドワー
ク＜ローカル＞

選択 （基幹科目Ｂ） 2～4 ◎ 〇 ◎
情報処理（PCプレゼ
ンテーション）３

選択 （基幹科目Ｂ） 1～4 ○

カリキュラム・マップ

文学部の教育目的

世界の多様な文学・言語・文化・歴史・思想・教育に関するテキストや人に触れることを通じて、幅広い人文的教養と深い人間理解に裏打ちされた主体
的な批評精神をもって社会に貢献できる人を育てる。

学修成果

【学部全体】
「学士（文学）」を授与される学生は、以下のような能力を有する。
①　キリスト教精神に裏打ちされた人文学の発想を幅広く深く身につけること(「 1. リベラルアーツの素養 」 「 2. 専門性 」 「 3. 自己を理解し発展させる
力 」 「 4. キャリア展望を確立する力 」 「 5. 他者を理解する姿勢 」 「 6. 表現力 」 「 8. 国際性 」 「 9. 社会的実践力 」と 関連)
②　テキストを正確に読解できること(「 1. リベラルアーツの素養」 「 2. 専門性 」  「 5. 他者を理解する姿勢 」 「 6. 表現力 」 「 8. 国際性 」と 関連)
③　テキストについての自らの解釈を説得的かつ論理的に口頭ならびに文章で表現できること(「 1. リベラルアーツの素養」 「 2. 専門性 」 「 3. 自己を
理解し発展させる力 」 「 6. 表現力 」 「 8. 国際性 」と 関連)
④　複数のテキストや事象にわたる主題について首尾一貫してその細部を分析しさらにそれを総合する思考力を持つこと(「 1. リベラルアーツの素養 」 
「 2. 専門性 」 「 5. 他者を理解する姿勢 」 「 6. 表現力 」 「 8. 国際性 」と 関連)
⑤　他者を理解するための柔軟かつ粘り強い思考力を持つこと(「 1. リベラルアーツの素養 」 「 2. 専門性 」 「 3. 自己を理解し発展させる力 」 「 5. 他
者を理解する姿勢 」 「 6. 表現力 」「 7. リーダーシップ 」 「 8. 国際性 」 「 9. 社会的実践力」 と 関連)

文学部全学科（全専修）基幹科目のカリキュラム 文学部の学修成果との関連
（◎＝強く関連、　○＝関連、　△＝やや関連）

科目の学修成果

人文学本来の学びの中で，個々の目標を問
い，学問の意味や目的を明確にしながら，じ
ぶんで人生設計し，キャリアをデザインするこ
とが目標です。

企業・自治体・ＮＰＯなどでの就業体験を通じ
て，文学部での学びを深化させる機会を得る
とともに，自らのキャリアデザインを考える機
会とする。

事前指導の後，夏休みの約４週間，言語表
現・異文化対応・現地調査などの基本能力を
現地で涵養する。帰国後，その成果を事後指
導の際に発表する。

夏休みの約４週間，言語表現能力，異文化対
応能力，現地調査能力の基本を現地で涵養
する。 

夏休みの約２０日間，言語表現能力，異文化
対応能力，現地調査能力の基本を現地で涵
養する。 短期留学を通じて、フランス語力を
向上させ、フランスの文化と社会に関する理
解を深める。

9月中に2週間英国ケンブリッジ大学エマニュ
エルカレッジにて行われる講義、テュートリア
ルによる独立学習、セミナー、グループワー
ク、共同論文執筆などの現地学習を中心に、
春学期と秋学期に事前・事後学習を行う。

教職に必要な書道について実践的に学び、
習得する。

教職に必要な書道について実践的に学び、
習得する。

SDGｓの諸課題の中から導かれる諸テーマについて、事前事後指導
及びグローバルな現場での学びを通じて理解を深める。

SDGｓの諸課題の中から導かれる諸テーマについて、事前事後指導
及びローカルな現場での学びを通じて理解を深める。

プレゼンテーション用資料の作成等をつうじて、情
報処理の基礎的な知識や技能を身につける。
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科目の学修成果

情報処理（PCプレゼ
ンテーション）４

選択 （基幹科目Ｂ） 1～4 ○
Humanities Study１
（History）

選択 （基幹科目Ｂ） 2～4 ◎ ◎ ◎ 〇
Humanities Study２
（Education）

選択 （基幹科目Ｂ） 2～4 ◎ ◎ ◎ 〇
Humanities Study３
（Religion）

選択 （基幹科目Ｂ） 2～4 ◎ ◎ ◎ 〇
Humanities Study４
（Literature）

選択 （基幹科目Ｂ） 2～4 ◎ ◎ ◎ 〇
Humanities Study５
（Literature）

選択 （基幹科目Ｂ） 2～4 ◎ ◎ ◎ 〇
Humanities Study６
（Literature）

選択 （基幹科目Ｂ） 2～4 ◎ ◎ ◎ 〇

SDGs演習１［環境思
想］

選択 （基幹科目Ｂ） 2～4 ◎ ○ ○

SDGs演習２「対話ス
キルと合意形成法」

選択 （基幹科目Ｂ） 2～4 ◎ ○ ◎

SDGs特論１［環境の
文学］

選択 （基幹科目Ｂ） 2～4 ◎ ○ ○

SDGs特論２［緑の政
治・経済］

選択 （基幹科目Ｂ） 2～4 ◎ ○ ○

SDGs特論３［コミュニ
ティ・地域づくり］

選択 （基幹科目Ｂ） 2～4 ◎ ○ ◎

SDGs特論４［人権と
平等］

選択 （基幹科目Ｂ） 2～4 ◎ ○ ◎

人文情報・メディア学
演習１［人文情報メ
ディア基礎論（文献
講読）］

選択 （基幹科目Ｂ） 2～4 ○ ○

人文情報・メディア学
演習２［人文情報メ
ディア応用論（報告と
対話）］

選択 （基幹科目Ｂ） 2～4 ○ ○

人文情報・メディア学
特論１［人文情報とメ
ディア］

選択 （基幹科目Ｂ） 2～4 ○ ○

人文情報・メディア学
特論２［人文情報と
社会］

選択 （基幹科目Ｂ） 2～4 ○ ○

人文情報・メディア学
特論３［電子メディア
基礎論］

選択 （基幹科目Ｂ） 2～4 ○ ○

人文情報・メディア学
特論４［電子メディア
応用論］

選択 （基幹科目Ｂ） 2～4 ○ ○

音楽と感性 選択 （基幹科目Ｃ） 1～4 〇 〇 〇 ◎

言葉と感性 選択 （基幹科目Ｃ） 1～4 〇 〇 〇 ◎

デジタルアーカイブ論 選択 （基幹科目Ｃ） 1～4 〇 〇 〇 〇

テキストマイニング論 選択 （基幹科目Ｃ） 1～4 〇 〇 〇 〇

プレゼンテーション用資料の作成等をつうじて、情
報処理の基礎的な知識や技能を身につける。

人文学に含まれる諸テーマについて、文献資料の読解に基づいて理
解を深めるとともに、必要となる研究方法及び研究態度についても学
びを深める。

人文学に含まれる諸テーマについて、文献資料の読解に基づいて理
解を深めるとともに、必要となる研究方法及び研究態度についても学
びを深める。

人文学に含まれる諸テーマについて、文献資料の読解に基づいて理
解を深めるとともに、必要となる研究方法及び研究態度についても学
びを深める。

人文学に含まれる諸テーマについて、文献資料の読解に基づいて理
解を深めるとともに、必要となる研究方法及び研究態度についても学
びを深める。

人文学に含まれる諸テーマについて、文献資料の読解に基づいて理
解を深めるとともに、必要となる研究方法及び研究態度についても学
びを深める。

人文学に含まれる諸テーマについて、文献資料の読解に基づいて理
解を深めるとともに、必要となる研究方法及び研究態度についても学
びを深める。

環境に関する哲学や思想について、テキスト
を読解しながら理解を深める。

多様な人々と対話し、相互理解を深めなが
ら、合意を形成していく過程と方法を学ぶ。

環境に関わる文学及びその批評について学
び、環境と人間と関係について人文学の観点
から考察する。

環境政治学と環境経済学に関する知識を学
び、持続可能な社会のあり方について考察を
深める。

持続可能なコミュニティづくりと地域の発展に
関する知識と方法について学ぶ。

人間の権利と平等の現状を学び、持続可能
な社会におけるそれらの意義と役割について
の理解を深める。

基本文献の検討を通じて、人文情報メディア
学について理解を深める。

参加者の報告と対話を通じて、人文情報メ
ディア学について理解を深める。

人文情報とメディアの関係を論じる講義を通
じて、人文情報メディア学について理解を深
める。

人文情報と社会の関係を論じる講義を通じ
て、人文情報メディア学について理解を深め
る。

データベースやプログラムに関する講義と実
習を通じて、人文情報メディア学について理
解を深める。

データベースやプログラムの講義と実習を通
じて、人文情報メディア学についてより高度に
理解を深める。

音楽と感性に関する諸テーマについて、人文
情報メディア学の観点から理解を深める。

言語と感性に関する諸テーマについて、人文
情報メディア学の観点から理解を深める。

デジタルアーカイブ論に関する諸テーマにつ
いて、人文情報メディア学の観点から理解を
深める。

テキストマイニング論に関する諸テーマにつ
いて、人文情報メディア学の観点から理解を
深める。
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科目の学修成果

心理学１ 選択 （基幹科目Ｃ） 1～4 ◎

心理学２ 選択 （基幹科目Ｃ） 1～4 ◎

情報処理１ 選択 （基幹科目Ｃ） 1～4 ○

情報処理２ 選択 （基幹科目Ｃ） 1～4 ○

宗教思想１
（キリスト教と「知」）

選択 （基幹科目Ｃ） 1～4 ○ ○ ○ ◎

宗教思想２
（欧米のキリスト教）

選択 （基幹科目Ｃ） 1～4 ○ ○ ○ ◎

倫理思想 選択 （基幹科目Ｃ） 1～4 ○ ○ ○ ◎

英米文学概論 選択 （基幹科目Ｃ） 1～4 ○ ○

ドイツ語圏文化概論
１

選択 （基幹科目Ｃ） 1～4 ○ ◎

ドイツ語圏文化概論
２

選択 （基幹科目Ｃ） 1～4 ○ ◎
フランス文学・文化
概論

選択 （基幹科目Ｃ） 1～4 ○ ○ △

日本語学概論１ 選択 （基幹科目Ｃ） 1～4 ○ ○ ○

日本語学概論２ 選択 （基幹科目Ｃ） 1～4 ○ ○ ○

漢文学概論 選択 （基幹科目Ｃ） 1～4 ○ ○ ○

日本文学概論 選択 （基幹科目Ｃ） 1～4 ○ ○ ○

文芸・思想概論 選択 （基幹科目Ｃ） 1～4 △ ◎ ◎
世界史概論１
（海域・海洋世界）

選択 （基幹科目Ｃ） 1～4 ○ ○ ○
世界史概論２
（大陸世界）

選択 （基幹科目Ｃ） 1～4 ○ ○ ○

日本史概論１ 選択 （基幹科目Ｃ） 1～4 ○ ○

日本史概論２ 選択 （基幹科目Ｃ） 1～4 ○ ○

英米文学専修を含む文学部学生に向けて，
英米文学の歴史と今後の可能性，英米の差
異などについて，作品を鑑賞しながら具体的
に論ずる。

ドイツ語圏の文学，文化，言語の歴史と現在
に関する基礎知識を学び，今後４年間の勉学
全てに共通する重要不可欠な基礎知識を習
得する。

同上

フランスの文学と文化に関する基本的な知識
を身につける。

通史的な観点から日本語の特質や意義につ
いて基本的な認識を深める。

通史的な観点から日本語の特質や意義につ
いて基本的な認識を深める。
日本文学の領域としての漢文学についてそ
の特質や意義について基本的な理解を深め
る。
日本文学・文化全般に関して、その特色や意
義について基本的な理解を深める。

文芸とはなにか，思想とはなにか，その両方
を冠する問題の圏域について考える。

海域・海洋世界の諸テーマに関して通史的に
その概要を学ぶ。

大陸世界の諸テーマに関して、通史的にその
概要を学ぶ。

前近代史の諸テーマについて、通史的にその
概要を学ぶ。

近現代史の諸テーマについて、通史的にその
概要を学ぶ。

●情報化社会の装置やソフトウェアのしくみと
活用の基本を学ぶ。入門者向けの講義であ
り将来高度な情報化社会の技術等を学ぶた
めのステップとする。●様々な情報を提供す
るメディアをクリティカルに読み解くメディア・リ
テラシーの基本概念を理解するとともに，そ
の基礎的な「読解力」を身につける。

現在のわれわれの知の枠組みを決定した近
代の西欧思想に触れ，その中で宗教の問題
がどのような位置にあるかを考えること。

受講者が現代の宗教思想に自分で触れ，考
えるようになること。

バイオエシックスの問題をキリスト教を中心
に，さまざまな宗教的視点から分析していく。
バイオエシックスに関する自分の考えを構築
することをめざす。

実証科学としての心理学の基本的枠組みの
もと，「心」の様々な側面について理解するこ
とにより，自分や他者の「心」の働きを考える
手がかりを得る。

実証科学としての心理学の基本的枠組みの
もと，「心」の様々な側面について理解するこ
とにより，自分や他者の「心」の働きを考える
手がかりを得る。

●情報化社会の装置やソフトウェアのしくみと
活用の基本を学ぶ。入門者向けの講義であ
り将来高度な情報化社会の技術等を学ぶた
めのステップとする。●様々な情報を提供す
るメディアをクリティカルに読み解くメディア・リ
テラシーの基本概念を理解するとともに，そ
の基礎的な「読解力」を身につける。
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（◎＝強く関連、　○＝関連、　△＝やや関連）

科目の学修成果

超域文化学概論 選択 （基幹科目Ｃ） 1～4 ○ ○ ○

教育制度・政策論 選択 （基幹科目Ｃ） 1～4 ○

家庭教育論 選択 （基幹科目Ｃ） 1～4 ○

教育と福祉 選択 （基幹科目Ｃ） 1～4 ○

教育と宗教 選択 （基幹科目Ｃ） 1～4 ○ ○ ○

Humanities Lecture
１(History）

選択 （基幹科目Ｃ） 2～4 ◎ ◎ ◎ 〇

Humanities Lecture
２（Literature）

選択 （基幹科目Ｃ） 2～4 ◎ ◎ ◎ 〇

SDGs入門 選択 （基幹科目Ｃ） 1～4 ◎ ○

人文情報・メディア学
入門

選択 （基幹科目Ｃ） 1～4 ○ ○

ヘブライ語１ 選択 （基幹科目D） 1～4 ○ ◎

ヘブライ語２ 選択 （基幹科目D） 1～4 ○ ◎

ギリシア語1 選択 （基幹科目D） 1～4 ○ ◎

ギリシア語２ 選択 （基幹科目D） 1～4 ○ ◎

ラテン語1 選択 （基幹科目D） 1～4 ○ ◎

ラテン語２ 選択 （基幹科目D） 1～4 ○ ◎

ドイツ語文献講読１ 選択 （基幹科目D） 2～4 ◎

ドイツ語文献講読２ 選択 （基幹科目D） 2～4 ◎
フランス語文献講読
１

選択 （基幹科目D） 2～4 ◎
フランス語文献講読
２

選択 （基幹科目D） 2～4 ◎

英語文献講読１ 選択 （基幹科目D） 2～4 ◎

Japan in Asian 
Context

選択 （基幹科目D） 3・4 ○ ○ ○

Traditional Arts in 
Japan

選択 （基幹科目D） 3・4 ○ ○

Postmodern Turn in 
Japanese Arts

選択 （基幹科目D） 3・4 ○

Development of 
Gender Studies

選択 （基幹科目D） 3・4 ○ ○

超域文化学の概要について学ぶ。

学生は教育行財政制度とその基本原理を説
明できるようになるとともに，近年の改革動向
とその背景について視野に入れながら理解を
深めることができる。

学生は現代の家庭教育をとりまく社会文化的
状況を知ることを通して，現代の家庭教育が
抱える課題について考え，理解することがで
きる。

学生は現代社会における教育と福祉はどうあ
るべきか，その哲学的理念と基本的な政策に
ついて考察することができるようになる。

日本の教育における「宗教」の扱われ方を把
握し，今後の宗教教育に関する課題を考察す
る。
人文学に含まれる諸テーマについて、講義お
よび指定された学習課題を通じて理解を深め
る。
人文学に含まれる諸テーマについて、講義お
よび指定された学習課題を通じて理解を深め
る。

SDGsが掲げる基本理念とその背景にある思
想、関連する知識を理解し、持続可能な社会
で実現するための基礎と方法を学ぶ。

人文学とメディアとの関係を様々な角度から
検討し、人文情報メディア学の可能性を学
ぶ。

基礎聖書ヘブライ語文法を習得する。

基礎聖書ヘブライ語文法を習得する。

古典ギリシア語基礎文法を習得し，簡単な原
典テクストや引用文が理解できるようになるこ
と。
古典ギリシア語基礎文法を習得し，簡単な原
典テクストや引用文が理解できるようになるこ
と。

古典ラテン語の修得によって，古典文献へ近
づくのみならず，近代語の語源や背景を知っ
て，言語理解を深める。

古典ラテン語の修得によって，古典文献へ近
づくのみならず，近代語の語源や背景を知っ
て，言語理解を深める。

日本の美術・文化の特徴とその展開を、現代
の世界の諸事象との関わりから多角的に学
び、理解を深める。

ジェンダー・スタディーズの思想とその展開、
問題をグローバルな視点で捉え、社会におけ
る新たな認識の可能性を探る。

ドイツ語で書かれたテクストを読解できるよう
なドイツ語力を身につける。

ドイツ語で書かれたテクストを読解できるよう
なドイツ語力を身につける。

フランス語で書かれたテクストを読解できるよ
うなフランス語力を身につける。

フランス語で書かれたテクストを読解できるよ
うなフランス語力を身につける。

英語で書かれたテクストを読解できるような英
語力を身につける。

日本をアジアの地域研究の文脈のなかで捉
え直し、両者の相互の影響によって培われた
歴史、思想、文化の諸相について考察する。

日本における伝統芸能・美術・文化をグロー
バルな視点で俯瞰し直し、そのあり方、意味
あいをさまざまな角度から考察する。



全学科（全専修）基幹科目

科目名
科目
区分

配当
年次

①　キリスト
教精神に裏
打ちされた人
文学の発想
を幅広く深く
身につけるこ
と

②　テキスト
を正確に読
解できること

③　テキスト
についての自
らの解釈を説
得的かつ論
理的に口頭
ならびに文章
で表現できる
こと

④　複数のテキ
ストや事象にわ
たる主題につい
て首尾一貫して
その細部を分析
しさらにそれを
総合する思考
力を持つこと

⑤他者を理
解するため
の柔軟かつ
粘り強い思
考力を持つ
こと

文学部全学科（全専修）基幹科目のカリキュラム 文学部の学修成果との関連
（◎＝強く関連、　○＝関連、　△＝やや関連）

科目の学修成果

Intellectual History 
of Japan

選択 （基幹科目D） 3・4 ○ ○

Christianity in Japan 選択 （基幹科目D） 3・4 ◎ ○ ○

Japanese Literature 
in the World

選択 （基幹科目D） 3・4 ○ ○

Rethinking European 
Literatures

選択 （基幹科目D） 3・4 ○ ○

日本において、あるいは日本に関して展開さ
れた知の営みを歴史的に学ぶ。また、生きる
意味、自然や他者との関係、内面的反省な
ど、知の諸問題について、多角的な理解を深
める。

日本におけるキリスト教の歩みを理解し、現
在までのあり方をさまざまな角度から考察す
る。
日本文学をその海外での受容をふくむグロー
バルな視点から捉え直し、理解を深めること
によって、多様な学的視点から考察する方法
を学ぶ。

ヨーロッパ地域に展開する各種の文学に見い
だされる人間理解、世界観について理解を深
め、多彩な学的視点から考察する方法を学
ぶ。


